
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２３年２月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．宮城県の機関と初めて相互協力の覚書 

２．国際学術講演会「共振する東アジア 2－東アジアの言語の将来－」 

３．科学が文化になるときをめざせ！ 

４．♪音楽芸術コース 第５９回卒業研究発表会♪ 

５．新発見！最上義光文書 

お 知 ら せ 

１．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（２月分） 

２．工学部『雪灯籠まつり in 工学部』 

３．ＳＣＩＴＡセンター『科学体験教室』 

４．工学部『有機エレクトロニクス シンポジウム in 米沢 2011』 

５．有機ＥＬ研究会『第８回異業種交流会』 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２３年２月１５日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年2月1日 
山 形 大 学 

宮城県の機関と初めて相互協力の覚書 

山形大学国際事業化研究センターが、宮城県の機関としては初めてと 
なる産業技術総合センターと相互協力に関する覚書を交わします。 

１．相互協力の目的 

国際事業化研究センターと宮城県産業技術総合センターは、企業に対する基 
盤技術高度化支援の取組を相互に協力することにより、地域産業の競争力強化 

及び地域経済の発展を図ります。 

２．相互協力の内容 
地域企業の基盤技術高度化支援の重要性を認識し、相互に協力する。 

①地域企業に対する技術的支援 
②地域企業の基盤技術高度化に資する情報の発信 

３．相互協力の具体的内容 

宮城県産業技術総合センターが窓口である、ＫＣみやぎ参画学術機関で対応 
・解決できない技術相談への対応や山形大学で対応・解決できない技術相談、 

分析、試験、評価等のＫＣみやぎによる対応を実施します。 
山形県内企業や宮城県内企業に対して、山形大学教員、ＫＣみやぎ学術機関 

教員の相互派遣を行います。 

４．覚書の取り交わし等 
平成２３年２月１日（火、本日）１３：３０～ ホテル仙台プラザ 

※ＫＣみやぎ（ＫＣみやぎ推進ネットワーク）： 
ＫＣみやぎは、地域企業の基盤技術の高度化と地域産業の競争力強化などを目的に、平成 

１７年度に活動を開始し、平成２０年１月には産業団体等の支援機関を含めたＫＣみやぎ推 
進ネットワークが構築され、現在、９の学術機関、１１の支援機関と宮城県(新産業振興課、 
産業技術総合センター)で活動しています。 

※国際事業化研究センター： 
平成２１年１０月１日、地域共同研究センターとベンチャー・ビジネス・ラボラトリーが 

統合され、 新たに山形大学国際事業化研究センターが設立されました。 
広く産業界との連携を強化し、国際的な視野からの実用化研究促進、研究成果の事業化、 

そして研究成果を事業化できる人材の育成を図ることで、地域産業へ貢献します。 

（お問い合わせ） 
山形大学工学部研究支援室 今野 

電話：０２３８（２６）３６００
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プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年2月1日 
山 形 大 学 

国際学術講演会「共振する東アジア2－東アジアの言語の将来－」 

人文学部では、国際理解を深めるために、東アジアにおける言語の現状と 

将来にスポットを当てた講演会を開催します。 

日 時： 平成２３年２月１９日（土）１３：００～１７：３０ 

会 場： 山形大学人文学部第一会議室（山形市・人文学部 1 号館４階） 

参加費・申し込みは不要です。 

近年の東アジアの経済発展を承けて、日本と東アジアとの関係はますます密 
接になっています。近い将来、東アジア全体が一つの経済圏となるかも知れま 

せん。 
英語は、現在では「世界語」となりましたが、東アジアには東アジア固有の 

言葉があります。 
これらを利用した、より効率的で密接なコミュニケーションの実現を目指す 

ために、日本と台湾の第一線で活躍する研究者を集め、言葉に関するさまざま 
な可能性について討論していきます。 
プログラム 

■第一部報告：13:00～14:55 

中澤信幸（山形大学人文学部准教授） 

『日台大辞典』と東アジア共通漢字 

林玉惠（銘傳大学応用日語学系副教授） 

台湾で使用されている日本語初級教科書の種類とその特徴 

陳麗君（成功大学台湾文学系助理教授） 

台湾における言語接触と文法化 ―台灣閩南語と台湾中国語を例に― 

■第二部報告：15:00～17:30 

金城ひろみ（琉球大学法文学部講師） 

琉球人が学んだ中国語 ―『琉球官話集』を例に― 

林慶勳（中山大学中国文学系教授） 

古きをもって今を鑑る ―東アジア言語相互の「官語」と「寄語」について語る― 

（お問い合わせ） 

人文学部人間文化学科 中澤信幸准教授 

ＴＥＬ：０２３－６２８－４８２２ 

人文学部総務チーム（TEL：023-628-4203）







プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年2月1日 
山 形 大 学 

科学が文化になるときをめざせ！ 

新しい理科教育のトレンド 「科学文化」 形成のためのシンポジウムを開催します。 

日 時： 平成２３年２月１１日（金・建国記念の日）１３：００～１７：００ 

会 場： 山形県生涯学習センター（遊学館）大ホール（山形市緑町 1-2-36） 

プログラム：別添の資料をご覧下さい。 

参加費・申し込みは不要です。 

近年、科学技術の著しい進歩とはうらはらに理科離れが問題となっています。 

大学など研究教育機関や社会教育施設、初等中等教育の学校現場では様々な取り 

組みが行われ、現在では非常に活発に科学教育、科学技術の理解増進活動が行わ 

れています。 

活動方法も進歩し、専門家と市民の双方向的な活動、たとえば、サイエンスカ 

フェやサイエンスコミュニケーターの養成などのトレンドが出てきました。 

このような流れのなか、理学部では公開講座、トワイライト講座、サイエンス 

サマースクール、やまがた天文台、星のソムリエ養成事業、高大連携事業などを 

進めてきました。 

このたび理学部では、「科学文化の拠点形成＠やまがたプロジェクト」として、 

科学を市民の日常生活に浸透したものにする活動、「科学文化」形成という新し 

い取り組みを進めます。 

宇宙から生物、映画制作にいたるまで、幅広い分野を横断しての楽しい講演会 

です。科学に興味のある市民の皆さん、科学教育に興味のある皆さんの参加をお 

待ちしております。 

（お問い合わせ） 

科学文化の拠点形成＠やまがた推進準備室 

電話０２３－６２８－４５５２







プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年2月1日 
山 形 大 学 

♪音楽芸術コース 第５９回卒業研究発表会♪ 

地域教育文化学部音楽芸術コース４年生２２名が、４年間の集大成となる 

演奏会を開催します。 

日 時： 平成２３年２月７日(月)声楽・管楽器 

８日(火)ピアノ・弦楽器 

開場１６：３０ 開演１７：００ 

会 場： 山形テルサ テルサホール（山形市双葉町 1-2-3 TEL:023-646-6677） 

入場無料です。 

５９回を数える、地域教育文化学部音楽芸術コースの卒業研究発表会では、 

４年生２２名が、それぞれが専攻する声楽・管楽器・ピアノ・弦楽器をソロで 

演奏します。 

当初は、中央公民館のホールで開催していましたが、大学生活４年間の集大 

成となる研究発表会なので、１０年ほど前からテルサホールで開催しています。 

テルサホールは、国内有数の音響を誇るホールです。また、世界三大ピアノ 

の一つとして、多くの有名ピアニストから愛用されているスタインウェイの音 

色と響きを体験できる、貴重な機会だと思っています。 

是非、この卒業研究発表会に来場いただき、音楽芸術コース２２名の演奏と、 

テルサホールの豊かな響きをお楽しみください。 

（お問い合わせ） 

地域教育文化学部文化創造学科 藤野研究室 

ＴＥＬ：０２３－６２８－４３３０



プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年2月1日 
山 形 大 学 

新発見！最上義光文書 

都市地域学研究所長 松尾剛次 
け ん じ 

人文学部教授が新たな最上義光文書 
２点を発見しました。 

山形大学バーチャル研究所「都市地域学研究所」松尾剛次 所長は、平成２３ 

年１月８日（土）、１３日（木）の両日、鶴岡市立図書館郷土資料室にて、新た 

に最上義光文書２点を発見しました。 

今回、新たに発見された２点の最上義光文書は、いずれも慶長１６年８月１２ 

日付の原美濃頼秀、進藤但馬安清の連署があり、日下に最上義光の小黒印（黒い 

判子、分かりやすくするために、赤丸で囲んでいる）が据えられている文書です。 

いずれも、慶長１６（1611）年３月２３日付で従四位下少将に就任した最上義 

光への御祝儀への礼状で、原美濃頼秀、進藤但馬安清が義光の命を奉じているも 

のです。 

とりわけ、別紙図（３）は写ではなく、原史料（大きさは３４．２×１７．２ 

㎝）で大変貴重なものです。 

原美濃頼秀、進藤但馬安清は、それぞれ、尾浦（大山）城代下秀久と亀ヶ崎（酒 

田）城代志村光安の家臣で、庄内支配を担う吏僚といえます。 

その時期、庄内では、原美濃頼秀、進藤但馬安清の二人が、種々の義光の命令 

を、伝える役割を担っていたことがわかります。 

その意味で、最上義光の庄内支配のありようを理解するうえで、大変貴重な史 

料といえます。 

※バーチャル研究所とは： 
自主的共同研究の推進を支援し本学の研究活動の活性化を図るために、社会的要請の高い分 
野、学際的分野、先駆的分野などにおいて学部を横断した自主的共同研究を行う大学認定の 
研究組織です。 

（お問い合わせ） 

山形大学人文学部人間文化学科 松尾 

電話：０２３（６２８）４９１７



史料（１） 

平成２３年１月８日（土）、「庄内古文書影写集」の中に、『山形市史 史料編１』（山形 

市、１９７３）で「雞肋編」所収文書三〇「原美濃外連署書状」として紹介されているものと 

同一文書を発見した。 

『山形市史 史料編１』の方の文書には、最上義光の黒印（黒い判子）は記されていないが、 

図（１）のように影写の方にはある（分かりやすくするために、赤丸で囲んだ）。それゆえ、 

新たな最上義光文書となる。 
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慶長十六年八月十二日 

一、せんす 仁本 同たい丸 

以上 
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図（１） 

参考に図（２）として、 

義光の黒印の写真を挙げる。



史料（２） 

平成２３年１月１３日（木）には、日枝神社文書（日枝神社文書２）中に、新たな最上義光 

文書を発見した。 

『鶴岡市史資料編 庄内史料集１－１ 古代・中世史料 上』（鶴岡市、２００２）に、史 

料（２）のように翻刻・紹介されてきたが、日枝神社文書の現物（図（３））を見ると、年付 

け（年月日）の下に最上義光の黒印（赤丸で囲んでいる）がある。それゆえ、新たな最上義光 

文書の発見となる。 
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プレス通知資料 （概 要） 

平成２ ３年 ２月 １日 

山 形 大 学 

１．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（２月分） 

（概要） 「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形県の 
人・モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野をわかりやすくお話しします。 

【第１１回】 

日 時：平成２３年２月２日（水） １８：３０～１９：３０ 
講 師：大川健嗣 氏（東北文教大学教授、山形大学名誉教授） 

「ブナの森から考える地域づくり」 
【第１２回】 

日 時：平成２３年２月９日（水） １８：３０～１９：３０ 
講 師：鈴木 洋 氏（金山町長） 

「まちづくリ－理解と共感－」 
【第１３回】 

日 時：平成２３年２月１６日（水） １８：３０～１９：３０ 
講 師：安房 毅 氏（株式会社タカハタ電子 代表取締役） 

「逞しい モノ創り ひと創り ゆめ創り」 
【第１４回】 

日 時：平成２３年２月２３日（水） １８：３０～１９：３０ 
講 師：平林千春 氏（東北芸術工科大学教授） 

「市場創発型産学連携プロジェクトの展開」 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

２．工学部『雪灯籠まつり in工学部』 
（概要） 今年も「上杉雪灯籠まつり」の開催にあわせ、工学部キャンパス内に学生・教職員がまつ 

り気分を盛り上げるために、雪灯籠・雪ぼんぼりを多数製作し、展示・点灯します。 

日 時：平成２３年２月１２日（土）～１３日（日） 
会 場：工学部キャンパス内（旧米沢高等工業学校本館(重要文化財)付近） 

※参考 【第３４回上杉雪灯籠まつり】 

日 時：平成２３年２月１２日（土）～１３日（日） 

会 場：上杉神社境内・松が岬公園一帯 

問い合わせ：工学部広報室 青木 
（ＴＥＬ）０２３８－２６－３４１９



３．ＳＣＩＴＡセンター『科学体験教室』 
（概要） 『みんなで科学をもっと身近に！』を合い言葉に、科学コミュニケーションをはじめてみま 

せんか。 

日 時：平成２３年２月１３日（日） １０：００～１５：００ 
会 場：イオン山形南ショッピングセンター 
参加料無料 小さなお子様は保護者同伴でお願いします。 
実施内容：スライム実験、クラゲ観察会、蔵王展、粘菌展、太陽コピー 

キーホルダー作り、実験カーダンス 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：ＳＣＩＴＡセンター 
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０６ 

４．工学部『有機エレクトロニクス シンポジウム in 米沢 2011 
－有機エレクトロニクスの未来を切り開く－』 

（概要） 山形大学・山形県の「地域卓越研究者戦略的結集プログラム（(独)科学技術振興機構）」 
を中心とする産学官連携による有機エレクトロニクス関連研究開発のこれまでの成果と、産 
業化へ向けた今後の展開について情報発信を行うことにより、異業種間や他地域との交 
流・融合に発展する取り組みを促進し、産業クラスターの形成を目指します。 

日 時：平成２３年２月２５日（金） １０：００～１２：００ 
（同日午後に高分子学会主催 第８回有機 EL 異業種交流会を開催） 

場 所：伝国の杜 置賜文化ホール（米沢市丸の内） 
参加費：無 料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：工学部研究支援室 
（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００４ 

５．有機ＥＬ研究会『第８回異業種交流会』 
（概要） 有機ELでは、パネルメーカーをはじめ、発光材料、周辺材料、製造装置、検査装置メー 

カーなど、多くの業種の企業が関わっております。これらの企業はこれまでなかなか一堂 
に会する機会がなく、情報発信も一方通行になったり、情報に偏りが生じたりと、異業種企 
業間での情報交換の場がありませんでした。そこで、本研究会では企業間の交流を深め 
るため、異業種交流会を開催いたします。 

日 時：平成２３年２月２５日（金） １３：００～１９：００ 
場 所：伝国の杜、上杉城史苑（米沢市丸の内） 
参加要領： 1）定員３００名 

2）参加費（銀行振込） 
①企業３，１５０円 ②大学・官公庁２，１００円 ③学生１，０５０円 
④名誉・終身・フェロー・ゴールド・シルバー会員１，０５０円 
⑤有機ＥＬ研究会メンバー 無料 

3）懇親会費 ４，０００円（参加費と併せてお振込ください） 
プログラム： ショートプレゼンテーションは参加者の前で企業紹介(５分/１社)を、パネル展 

示はブースを使用して企業紹介を行います。 

問い合わせ：(社)高分子学会 有機ＥＬ研究会係 
〒104-0042 東京都中央区入船3-10-9 新富町ﾋﾞﾙ6F 
（TEL）０３－５５４０－３７７１ （FAX）０３－５５４０－３７３７



６．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 
当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○大学コンソーシアムやまがた『公開シンポジウム』 

なんたっす？「大学コンソーシアム」～なして大学は連携するんだべ？～ 
日 時：平成２３年２月７日（月）１３：３０～１６：４５ 

場 所：ホテルメトロポリタン山形（山形市香澄町） 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

○第２回山形大学雪合戦大会 
日 時：平成２３年２月１２日(土) １２：００ 開始予定 

場 所：工学部グラウンド（米沢市・工学部キャンパス） 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：工学部学生サポートチーム 学生・就職支援担当 

（TEL）０２３８－２６－３０１７ 

○大学院理工学研究科『ものづくり技術経営学専攻（ＭＯＴ）入学説明会』 
・山形会場：山形市、上山市、山形大学共催「プロセス革新のための産学連携セミナー」 

日 時：平成２３年２月１７日（木） １４：３０～１７：００ 
場 所：山形国際ホテル（山形市） 

講 師:山形大学大学院理工学研究科教授 小野 浩幸 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻事務局 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２３ 

○拡がりゆく数学 in山形 ～数学はどんな形で社会で役立つか～ 
日 時：平成２３年２月２０日(日) １３：１５～１７：４０ 

場 所：山形大学理学部 先端科学実験棟大講義室（山形市・小白川キャンパス） 
対 象：高校生及び一般の方 １００名程度 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：理学部数理科学科准教授 原田昌晃 
（TEL）０２３－６２８－４５３３ 

○「社会人基礎力育成グランプリ」決勝大会進出 

【決勝大会】 
日 時：平成２３年３月９日（水） １０：３０～１８：００ 

場 所：日経ホール（東京都千代田区大手町 1-3-7） 

問い合わせ：工学部広報室 青木 
（TEL）０２３８－２６－３４１９
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公開シンポジウム

日　時：平成23年 2月7日月
場　所：ホテルメトロポリタン山形
対象者：全国の学生及び大学関係者、一般市民　100名

13:30～16:45

主催／大学コンソーシアムやまがた
後援／公益財団法人大学コンソーシアム京都、財団法人　新技術振興渡邉記念会

スケジュール

13:00　受付開始
　　　（司会：櫻井　眞　氏　東北芸術工科大学2年）　　　
13:30　開会　大学コンソーシアムやまがた企画会議委員長　下平　裕之　氏（山形大学人文学部准教授）
13:35　主催者あいさつ　大学コンソーシアムやまがた会長　結城　章夫　氏（山形大学長）

13:45　基調講演「高等教育の現状と大学間連携への期待（仮題）」
　　　　　　　　　文部科学省高等教育局長　　磯田　文雄　氏
14:25　報告「学生宣言プロジェクトの紹介」
                        大学コンソーシアムやまがた「宣言プロジェクト会議」委員　
　　　　　　伊藤　早紀　氏（東北芸術工科大学２年）
　　　　　　信夫　　椋　氏（東北文教大学１年）
　　　　　　矢作　美季　氏（山形工科短期大学校２年）
14:55　休憩
15:10　パネルディスカッション
　　　　パネリスト　大学コンソーシアム京都事務局長　西浦　明　氏
　　　　　　　　　　大学コンソーシアム京都加盟大学学生
　　　　　　　　　　大学コンソーシアムあきた事務局長　藤井　和明　氏　　
　　　　　　　　　　アカデミアコンソーシアムふくしま企画運営委員長　清水　修二　氏　
　　　　　　　　　　大学コンソーシアムやまがた企画会議委員　横井　博　氏
　　　　ファシリテーター　大学コンソーシアムやまがた企画会議委員長　下平　裕之　氏
16:45　閉会
17:30　情報交換会（会場移動）
19:00　終了

申込方法

チラシ裏面の申込書に必要事項をご記入の上、
ＦＡＸまたはＥ－ｍａｉｌにてお申込ください。

ＴＥＬ：０２３－６２８－４８４２　
ＦＡＸ：０２３－６２８－４８２０
E-mail：unicon@jm.kj.yamagata-u.ac. jp

問合先

大学コンソーシアムやまがた事務局

申込期限

平成23年1月21日金



第二回 山形大学雪合戦大会 

この雪合戦大会は学部間の交流を目的に行います。 

たかが、雪合戦と思うかも知れませんが、公式ルールもありとても白熱した合戦が待ってい 

ます。友人との交流はもちろん、他学科との交流を深めてみませんか？冬の合戦に向けて多く 

のチームの参加をお待ちしております。 

開催日 平成 23年 2 月 12 日(土)※12:00 開始予定 

会 場 工学部グラウンド(予定) 

ルール １チーム人数：７人 

１試合：３セット（１セット：２分３０秒、持ち玉４５球） 

相手陣地の旗を奪うか、 相手チームメンバー全員に雪玉を当てれ 

ば勝利！ 

目 的 ６学部の学生が雪国山形で学んでいることを再確認するととも 

に、 雪国発祥のスポーツである雪合戦をとおして学部間の交流を 

深めること。 

備 考 審判を含め、大会の運営は実行委員の学生を中心に行います。 

連絡先 工学部 学生サポートチーム 学生・就職支援担当 
TEL 0238­26­3017 FAX 0238­26­3406 

雪合戦実行委員会委員長（江田章吾） 
Mail: n.b.c.b.m.11161965.y.o@docomo.ne.jp








